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                    ［資料 １］ 

 

第２回大月市教育委員会定例会 会議録 

 

・ 開催日時     平成３０年５月２８日(月曜日) 

         午前１０時００分から午前１１時４５分 

 

・  開催場所     市役所第２庁舎４階会議室 

 

・ 出席委員     小泉克行教育長、中村順一郎教育長職務代理者、 

藤本政一委員、天野ますか委員、野尻正人委員、 

庄司有紀委員 
 

・ 出席職員     井上教育次長、安藤学校教育課長、小林社会教育課長 

           蔦木学校づくり担当リーダー、土橋こどもの学び支援担当リ 

ーダー、小林学校づくり担当 

 

・ 傍聴人      な し 

 

 〔会 議〕 

１ 開会 

【教育長開会宣言】 

 

２ 会議録の承認 

  職員が、平成３０年度第２回定例会会議録を朗読し承認された。 

 

３ 教育委員会報告 

  教育長から、平成３０年４月２９日から平成３０年５月２８日までの教育委員会

活動が報告された。 

 

４ 議 事 

議案第６号 代替教員内申について 

〔説明〕土橋こどもの学び支援担当リーダー 

 （ 非公開 ） 

 

【原案どおり決定】 

 

議案第７号 就学指定学校変更・区域外就学について 
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〔説明〕土橋こどもの学び支援担当リーダー 

  （ 非公開 ）   

 

【原案どおり決定】 

 

議案第８号 文化財の指定解除について 

〔説明〕小林社会育課長 

 平成３０年２月の教育委員会で諮問を受け、文化財審議会で調査審議をしたところ、

手元にないということで、３月の終わりに答申書が届きました。ここでご審議いただ

きたいと思います。 

 

中村職務代理者 

 無くなったのは、盗まれたのか、売ってしまったのか、お渡ししてしまったの分か

りますか。 

 

小林社会教育課長 

 持ち主が亡くなっていますので、分かりません。 

 

小泉教育長 

 実際にはものが無いので、指定解除ということで決定させていただくということで

よろしいでしょうか。 

 

【議案どおり決定】 

 

５ その他 

（１）要保護及び準要保護認定について 

〔説明〕安藤学校教育課長 

    （ 非公開 ） 

 

【了知】 

 

（２）ＩＣＴ・外国語科検討委員会について 

［説明〕小泉教育長 

  昨年度立ち上げましたが、今年もそれぞれ校長会、教頭会、教育会から代表を選

出していただきまして、教育委員会、指導主事に入っていただき、構成するという

ことでお願いしました。平成３２年度に本格導入となる外国語科導入・ＩＣＴ教育

につきまして、プログラミング教育を含みますが、そのための人的環境整備・物的

環境整備、学校内にあっては、カリキュラムそのものも改正していかなければなり

ません。現状ですと、新しい授業を入れる時間がありませんので、それらのことす
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べてを含めて検討していただき、より良い環境整備を整え、３２年度を迎えるため

の検討委員会です。６月に第１回が行われ、それ以降はそれぞれの会の都合により、

開催日時を決定していくことになりますので、ご承知おきください。 

 

【了知】 

 

 （３）大月駅前英語体験活動について 

［説明〕小泉教育長 

   目的については、「ふるさと教育の一環」として、外国人が多く訪れる大月駅に

おいて、英語の体験的学習の機会として、小中高大学生による英語体験活動を行

い、国際理解教育やコミュニケーション力の育成を図るとともに、外国の方の役

に立ったという自己有用感を経験するためのものです。日時につきましては、夏

休み期間中とし、国際交流会の皆様と相談しましたが、８月６・７日で大月短期

大学にて事前学習、８・９日で大月駅にて実際の活動ということで決定いたしま

した。事前学習を大月短期大学としましたのは、多くの市民の皆様や子供たちに、

短期大学を知ってもらうことを目的とし、お願いしました。指導者は、富士国際

交流協会の皆様で、全員で１８名ほどいらっしゃいます。教育委員会、小学校英

語専科教員・七保小学校の依田拓也教員も顔合わせをしてもらいました。参加者

は小中学生、都留高校生、大月短期大学生を考えています。ただし、参加者の送

迎は、保護者、自己で考えていただきます。現在、このような形で準備をすすめ

ております。 

 

【了知】 

 

 （４）多忙化改善（学校における働き方改革）について 

［説明〕小泉教育長 

 学校閉庁日について 

平成２９年１２月２６日に、文部科学省は、教員の働き方改革を進めるために、

緊急対策を正式に公表しました。これには、教員が有給休暇を取得できるようにす

るために、夏休みなどに学校閉庁日を一定期間設けるように促すことなどが盛り込

まれました。同年１２月２２日に、中央教育審議会が提出した中間まとめを受けた

もので、夏休みなどの長期休業中であっても、教員は研修や部活動指導などにより、

休暇を取得できないとの指摘があり、閉庁日を設けることで、休暇を取りやすい環

境を整えるためのものです。 

 大月市教育委員会では、この「教員の働き方改革を進めるための緊急対策」を受け、

今年度から夏季休業中の８月１３日～１５日までを「夏季閉庁日」に指定し、日直

を置かない完全閉庁日としたいと思っております。あわせて「学校創立記念日」及

び「県民の日」についても、日直を置かない完全閉庁日に指定したいと考えており

ます。 
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中村職務代理者 

賛成です。現実に、他の市町村は実施しているのでしょうか。 

 

小泉教育長 

実施している市町村もあります。ただ、緊急の連絡等には管理職にいつでも連絡

が出来るようにお願いをしていくことになると思います。全国的に実施しているこ

となので、本市も校長会と連携しながらすすめていきたいと思います。 

 

  天野委員 

小さな話ではありますが、学校訪問時に思ったことですが、服装については、こ

ちらがクールビズで行っても先生方は気を遣いネクタイをしめ、普段子供たちと向

かう服装ではなく授業をしているようです。新任研修でもそのような研修は、充分

受けていますから、通常の様子を見せてほしいということを、教育委員会から校長

会に話をしてもらうことはできないでしょうか。 

 

中村職務代理者 

  私が現役の時、サンダルや、ジャージではなくきちっとした格好で授業をしまし

ょうということが言われていましたが、今は徹底しすぎているのでしょうか。 

 

小泉教育長 

  そのような小さな改革が必要だと思います。先生方の貴重な時間を奪わないよう

に普段の格好でよいことを、教育委員会から、校長会でお話しさせていただくとい

うことでよろしいでしょうか。 

 

【了知】 

 

運動部活動について  

平成３０年３月にスポーツ庁から「運動部活動のあり方に関する総合的なガイド

ライン」が示され、同じく山梨県教育委員会からも「やまなし運動部活動ガイドラ

イン」が出されました。この中で、各市町村教育委員会は、国や県から示されたガ

イドラインに則り、「学校の運動部活動に係る活動方針」を策定することとされま

した。各学校は、この「学校の運動部活動に係る活動方針」に基づき、年間の活動

計画並びに活動実績を作成することとなっています。 

 今後、早急に大月市における「学校の運動部活動に係る活動方針」を策定していか

なければなりませんが、国や県のガイドラインに示されている「運動部活動におけ

る休養日及び活動時間について」は、校長会と検討を進め、段階的に取り組むよう

にしていきたいと考えています。適切な休養日等の設定、運動部活動における休養

日及び活動時間について、国や県のガイドラインに示されているものですが、学期
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中は、週あたり２日以上の休養日を設ける（平日は少なくても１日、土曜日、日曜

日は少なくても１日以上を休養日とする。ただしシーズン期に週休日両日活動する

場合は、休養日を他の日に振り替える。）生徒の一日の活動時間は、長くても平日

は２時間程度、学校の休業日は３時間程度とし、できるだけ短時間に合理的でかつ

効率的・効果的な活動を行うこととなっております。 

  すぐにこのように実施するようなことは無理だと思いますので、段階的に、平成

３２年度を目途に取り組んでいきたいと考えております。 

 国や県から方向性が示されているものなので、様々な大会があったり、子供たちの

気持ちもありますので、すぐに週 2 日減らすことは難しいかも知れませんが、現

場の子供たちの気持を大切にしながら、先生方の負担を軽減するような方向で連携

しながら進めていきたいと思います。 

運動部に限定していますが、文化部はどうなのでしょうか。 

 

他委員 

   同じでしょう。 

 

天野委員 

   時間を減らすのと、もう一つの方法として外部からの指導者を入れる方法もあ

るかと思いますが、その先生とのやり取り等複雑になり、逆に多忙化につながっ

たりもするのでしょうか。 

 

小泉教育長  

外部指導者ですが、ガイドラインにもうたっていますが、指導者には専門性が求

められ、また人格者であること等も条件の中にはいっています。県内ではありませ

んが、実際トラブルがあり、結果として学校が保護者対応、生徒対応で苦慮した事

案がありますので、現場の校長先生方は、とても慎重です。現場の声を大事にして

導入することが大事だと思います。 

 

【了知】 

 

（５）卒業式の袴着用について 

［説明〕小泉教育長 

   昨年度、小学校の卒業式での袴着用が話題となりました。大月市内での袴着用

については、猿橋小学校で１２名～１３名、他校でも若干見受けらました。袴着

用については、「華美になりすぎることで本来の卒業式の趣旨に沿わなくなるので

はないか」「転倒やトイレ、締め付けによる安全や健康上の課題が気になる」「中

学校進学前の経済的な負担が大きい」などの心配があります。また袴着用に関わ

り、袴に相応しい髪型にするために、卒業式当日早朝から美容院へ行く子どもも

おり、小学生の卒業式の朝としてどうだろうかと思ってしまいます。市外のある
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学校では、卒業する女子の中で、１名を除いて全員袴であったという話も聞きま

した。子ども同士の人間関係も気になってきます。大月市教育委員会としては、

保護者の皆様には「袴着用」について、自粛していただくようお願いしたいと思

います。 

 小学校の卒業式は、６年間の教育課程が修了し小学校を巣立つのにあたり、小学校

生活を振り返り、多くの皆さんに支えられ学ぶことができたことを感謝するととも

に、未来に向かって夢と希望を持ち、前向きに生きていくことを自覚する式でもあ

ります。そのような卒業式において、子どもたちが着用する服装は、清潔であれば

十分ではないかと思います。 

 

中村職務代理者 

   具体的にどうしますか。 

 

小泉教育長 

   教育委員会で作成した文書を、学校発信で保護者に説明するよう利用していた

だいても良いですし、教育委員会からダイレクトに学校経由して発信しても良い

と思いますが、どうでしょうか。 

 

天野委員 

   小学校校長先生の意見はどうでしょうか。 

 

小泉教育長 

校長会では、袴着用はふさわしくないという考えです。ただ来年予約している方

もいるようなので、徐々にということのようです。 

 

中村職務代理者 

校長先生は、対親なので、教育委員会が前にでてやるべきだと思います。要保護

等 10 人に 1 人という状況の中で、そのようなことがよいのかということが隠れた

理由でもあると思います。 

 

小泉教育長 

   教育委員会から発信した文書で、学校経由で保護者に配布ということでよいで

しょうか。 

【了知】 

 

（６）都留高校との連携について 

［説明〕小泉教育長 

課題別研究会についてですが、毎年実施していますが、出来れば、市内の中学生

にも見てもらいたいというご希望がありました。高校生の学習発表は、中学生にも
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よい学びの機会になるのではないかと思います。また、たくさんの市民の皆様にも

見てもらえれば、生徒たちも喜びます。可能であれば市民会館で実施したいのです

が、3 月 22 日は休館日にあたるので、都留高校には、その旨話をしました。また、

研究のために市役所をはじめ、市民の皆さんの協力をお願いしたい、行政や市民か

ら逆に「高校生に考えてほしい課題」を提示してほしいということで、市と高校の

連携について話がありました。今後、検討していきたいと思います。 

     （ 非公開 ） 

 

【了知】 

 

６月２８日（木）午前９時３０分から、第３回大月市教育委員会定例会を開催するこ 

とを確認。 

 

６ 閉会 

【教育長閉会宣言】 

 

 

 

 

  

 教  育  長                    

 

            教育長職務代理者                    

 

            委     員                    

 

            委     員                    

 

委     員                    

 

委     員                    

 

            調 整 者 職 氏 名 

            学 校 教 育 課                    


